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地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

　
　
　ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

①
バ
ス
の
利
用
実
態
と
評
価

　

バ
ス
の
利
用
頻
度
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
住
民
と
も
に

利
用
者
は
少
な
く
、「
月
１
〜
２
回
程
度
」お
よ
び「
週
１
〜

２
回
程
度
」の
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
目
的
は
、「
通
院
」お
よ
び「
買
い
物
」が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
を
利
用
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、

約
８
割
の
方
が「
自
分
で
自
動
車
を
運
転
す
る
か
ら
」と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

バ
ス
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
評
価
の
悪
い
項
目
は
、
南
条

福
祉
バ
ス
で
は「
バ
ス
停
」、
今
庄
住
民
利
用
バ
ス
で
は「
運

行
日
、
運
行
間
隔
」、
社
協
福
祉
バ
ス
と
福
鉄
バ
ス
で
は「
運

行
間
隔
」と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ほ
と
ん
ど
の
バ
ス
で「
運

転
手
の
対
応
」が
良
い
評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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バ
ス
の
利
用
向
上
と
効
率
的
運
行
を
目
的
に
、
９
月
15
日
か
ら
30
日
ま
で
、
利
用

状
況
と
運
行
内
容
の
評
価
、
今
後
の
在
り
方
に
対
す
る
意
識
を
把
握
す
る
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

無
作
為
に
抽
出
し
た
住
民
２
、５
０
０
人
に
郵
送
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
１
、０
１
８
人
か
ら
回
答（
回
収
率
41
％
）を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
バ
ス

運
行
に
反
映
し
て
い
く
た
め
の
貴
重
な
ご
意
見
、
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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②
今
後
の
バ
ス
の
利
用
や
必
要
性

　

外
出
時
に
バ
ス
を
利
用
し
、
で
き
る
だ
け
車
の
利
用
を

控
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
約
半
数
の
方
が「
今
後
も
車
を

利
用
し
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
」と
考
え
て
い
ま
す
が
、

約
２
割
の
方
は「
数
年
後
に
は
車
の
利
用
を
控
え
、
バ
ス
を

利
用
し
た
い
」と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
内
を
運
行
す
る
バ
ス
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
約
半
数

の
方
が「
今
の
自
分
に
は
特
に
必
要
は
な
い
が
、
交
通
弱
者

の
移
動
や
社
会
資
本
整
備
と
し
て
必
要
で
あ
る
」と
考
え
て

お
り
、
合
計
約
９
割
の
方
が「
バ
ス
は
必
要
で
あ
る
」と
考
え

て
い
ま
す
。

③
町
が
運
行
し
て
い
る
バ
ス
の
再
編
・
統
一

　

各
地
区
の
バ
ス
の
再
編
・
統
一
に
つ
い
て
は
、
約
４
割
の

方
が「
利
用
者
は
無
料
で
は
な
く
、
一
律
の
料
金（
有
料
）と

す
べ
き
」と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
回
当
た
り
の
運
賃
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
約
半
数
の
方

が「
１
０
０
円
／
回
」と
考
え
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
の
再
編
・
統
一
で
重
視
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
約
半

数
の
方
が「
町
内
の
す
べ
て
の
集
落
の
人
が
利
用
で
き
る
」、

次
い
で
約
４
割
の
方
が「
車
両
を
小
型
化
し
て
集
落
内
ま
で

入
っ
て
く
る
」「
鉄
道
・
民
間
路
線
バ
ス
と
の
乗
り
継
ぎ
が

で
き
る
」と
考
え
て
い
ま
す
。

④ 

河
野
地
区
と
南
条
地
区
を
つ
な
ぐ
新
た
な
バ

ス（
ホ
ノ
ケ
山
ト
ン
ネ
ル
開
通
後
）

　

利
用
頻
度
に
つ
い
て
は
、
約
８
割
の
方
が「
ほ
と
ん
ど
利

用
し
な
い
」、
約
１
割
の
方
は「
回
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
利

用
し
た
い
」と
考
え
て
い
ま
す
。

　

利
用
目
的
に
つ
い
て
は
、
南
条
・
今
庄
地
区
で
は
約
６
割

の
方
が「
温
泉
施
設
の
利
用
」、
河
野
地
区
で
は
約
３
割
の
方

が「
公
共
施
設
、
買
い
物
」で
も
っ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
各
地
域
の
主
な
自
由
意
見

■
南
条
地
域

　

 　

今
は
利
用
し
て
い
な
い
が
高
齢
者
に
は
必

要
で
あ
る（
60
歳
代
女
性
）、
バ
ス
の
情
報
を

も
っ
と
知
ら
せ
て
ほ
し
い（
70
歳
代
男
性
）、
利

用
者
は
費
用
を
負
担
す
べ
き（
70
歳
代
女
性
）

■
今
庄
地
域

　

 　

す
べ
て
電
話
予
約
式
に
し
て
無
駄
を
な
く

す
べ
き（
50
歳
代
女
性
）、
バ
ス
は
小
型
化
す

る
と
よ
い（
70
歳
代
女
性
）、
南
条
地
域
へ
の

買
い
物
バ
ス
を
運
行
し
て
ほ
し
い（
80
歳
代
女

性
）、
高
齢
者
は
目
的
地
の
近
く
で
乗
降
で
き

る
と
よ
い（
40
歳
代
女
性
）

■
河
野
地
域

　

 　

バ
ス
が
無
く
な
る
と
困
る（
80
歳
代
男
性
）、

も
っ
と
バ
ス
を
増
や
し
て
ほ
し
い（
高
校
生
男

性
）
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の
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要
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バ
ス
の
再
編
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統
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で
重
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す
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点

詳
し
い
調
査
結
果
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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